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地域を守る！ ▶地域との連携 22 自然災害や火災を防いでいる 

210 
水田に雨水を一時的に貯留し、 
排水路の急激な水位上昇を防ぐ「田んぼダム」 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

塩野地域資源保全会 
【平成 27年】 

- その他事業者 
【農業，林業】 

山形県 

 取組の概要 

 排水機能の強化を目指して「田んぼダム」に取り組む 

 山形県の新庄盆地の北部に位置する塩野地域は、

扇状地に広がる地区面積208haの水田地帯であ

る。昭和 27年から昭和 42 年にかけて、国営泉

田川農業水利事業が実施され、農業用ダム等を整

備し、施設を維持管理する泉田川土地改良区が設

立され、幹線用水路によって、農業用水の確保が

行われるようになった。 

 一方、同地域では以前より排水面での課題を抱え

ていた。同地域の地形上、排水路が一箇所に集中

する構造となっており、近隣の住宅地や転作田へ

の作物（ ニラ等）への越水被害が慢性的に起こっていた。また近年は、ゲリラ豪雨など短時間に

大量の降雨が見られるケースも増えてきていることから、同地域では平成 26年度より、国の交

付金を活用し田んぼダムの取組を開始した。 

 

 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 水田が有している貯水機能に着目し、洪水被害の軽減を図る 

 田んぼダムとは、水田が持っている貯水機能に着目し、大雨の際に水田に雨水を一時的に貯留

し、時間をかけてゆっくりと排水することで、河川や排水路の急激な水位上昇を防ぎ、下流の農

耕地や住宅地の洪水被害を軽減する取組である。 

 塩野地域資源保全会では、平成26年度から 543圃場 1圃場平均約30a）、地区内の28戸の

農家が協力して降雨を溜める量を増やすとともに、水田排水口に水位調整管として塩化ビニー

ル管を設置し、止水板や土のうを使用して排水口の絞り込みを行い、一時的に降雨を溜めるこ

とで、時間をかけゆっくりと排水を行う取組を開始した。 

 

貯留量増加のため畦畔の嵩上げを実施 

 同会では、水位調整管の設置と同時に、畦畔の嵩上げを実施した。トラクターによる畦畔塗りを

行い、田んぼダムの機能を発揮するために、畦畔の高さは 30cm としている。また、減反によ

▲一般圃場への畦畔塗り 
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り畑として利用していた田んぼについては、バックホーでの畦畔嵩上げを行った。これにより

大雨の際の貯水量の増大を図っている。 

 また、排水口の絞込み作業や、トラクターやバックホーによる嵩上げ等の作業については、塩野

地域内の農家が担っており、地域に密着した取組となっている。 

 

 現状の課題・今後の展開など 

  同地域は兼業農家が多いため、降雨時の排水口の絞込みを一斉にできるための体制の確立が課

題である。 

 今後、同取組の実際の効果の測定を実施し、排水口の改修による操作性の向上及び機能を向上

 現状の塩ビ管のみを、コンクリート 2 次製品の水位調節器に変更）した場合の経済効果も算

出したいと考えている。 

 

 周囲の声 

  雪解けから春先の農繁期の限られた期間で畦畔の嵩上げを行うことになるため、限られた機械

と人員を有効に活用するかの課題は残っているが、整備を進めることができた。兼業農家や農

地が点在している状況での、降雨時の体制をどのように確立するかを今後検討する。 環境団体） 

 

▲バックホーによる復田の畦畔嵩上げ ▲止水板による止水状況 


